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9月
定例会

令
和
８
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
令
和
７
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
補
正
な
ど
、

議
案
13
件
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
（
発
議
）
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令和7年度決算
一般会計は歳入・歳出ともに増加

一
般
会
計

土木費
33億1,917万円

12.3%
商工費

3億4,961万円
1.3%

消防費
12億5,457万円

4.7%

農林水産業費
4億8,448万円

1.8%

教育費
29億1,612万円

10.8%

衛生費
25億5,309万円

9.5%

公債費
32億6,451万円

12.1%

民生費
93億9,177万円

34.9%

総務費
31億8,756万円

11.8%

市民防災公園整備事業や岡田地区浸水対策事業、児童手当扶助事業、物価
高対応子育て応援手当支給事業などの事業費が増加した一方、災害復旧事
業費などが減少し、歳出全体では前年度に比べ1.5％増加しました。

歳出
1.5％増

地方交付税の原資となる国税収入が堅調であったことによる地方交付税の増
加や、定額減税の終了に伴う個人市民税、公立学校給食費無償化事業費補助
などの県支出金の増により、歳入全体では前年度に比べ3.4％増加しました。

歳入
3.4％増

歳入合計│287億1,400万円

歳出合計│269億3,594万円

市税
70億3,885万円

24.5%

諸収入
6億8,363万円

2.4%

寄附金
12億3,883万円

4.3%

【自主財源】
102億3,039万円

35.6%【依存財源】
184億8,361万円

64.4%

地方交付税
76億3,222万円

26.6%

国庫支出金
44億3,649万円

15.5%

その他（依存財源）
5億1,020万円

1.8%

県支出金
17億8,623万円

6.2%

地方消費税交付金
13億5,477万円

4.7%

市債
27億6,370万円

9.6%

その他（自主財源）
12億6,908万円

4.4%

議会費
2億1,506万円

0.8%
【その他の内訳（依存財源）】
地方譲与税.................................1億4,278万円
株式等譲渡所得割交付金..........1億2,335万円
法人事業税交付金............................ 8,804万円
配当割交付金................................... 7,992万円
地方特例交付金............................... 4,098万円
環境性能割交付金............................ 1,524万円
利子割交付金................................... 1,425万円
交通安全対策特別交付金....................309万円
ゴルフ場利用税交付金..........................256万円

【その他の内訳（自主財源）】
繰越金.........................................6億6,427万円
使用料及び手数料......................2億8,519万円
繰入金.........................................1億3,523万円
財産収入........................................ 1億179万円
分担金及び負担金............................ 8,261万円
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企業会計の
収支について

●収益的収入・支出
日々の事業運営に伴
う収支です。事業に
よる収益や一般会計
からの繰入金などの
収入と、給与費や維
持管理費などの支出
があります。一般に黒
字・赤字といわれる損
益は、この収支を基
礎に算定されます。

●資本的収入・支出
施設や設備の整備な
どに伴う収支です。
企業債や一般会計か
らの出資金などの収
入と、建設改良費や
企業債の元利償還金
などの支出がありま
す。

特別会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差 引

国 民 健 康 保 険 特別.
会計 57億9,503万円 56億5,375万円 1億4,128万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別.
会計 20億3,685万円 20億3,570万円 115万円

介 護 保 険 特別.
会計 68億1,103万円 66億4,949万円 1億6,155万円

赤坂地区排水処理事業 特別.
会計 1,709万円 1,663万円 46万円

つつじケ丘地区排水処理事業 特別.
会計 1,881万円 1,444万円 438万円

港 湾 施 設 事 業 特別.
会計 1,988万円 442万円 1,546万円

企業会計の決算額
会計名 収 入 支 出 差 引

水 道 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
11億9,266万円 10億3,436万円 1億5,830万円
資本的収入 資本的支出

4億9,633万円 9億9,241万円 △4億9,609万円

病 院 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
41億3,375万円 44億9,289万円 △3億5,914万円
資本的収入 資本的支出

3億473万円 4億1,129万円 △1億656万円

一般会計

市税 市民や事業所などが納める税
金 15万5千円

地方消費税
交付金

地方消費税の一部が県から市
に交付されるお金 3万円

地方交付税 自治体間の財源格差を調整す
る国からのお金 16万8千円

国庫支出金 特定の事業のため国から交付
されるお金 9万7千円

県支出金 特定の事業のため県から交付
されるお金 3万9千円

寄附金 ふるさと納税など、市に寄せ
られた寄附金 2万7千円

諸収入 受託事業収入など、他の区分
に当てはまらない収入 1万5千円

市債 事業などのために借り入れる
お金 6万1千円

その他 地方譲与税、使用料及び手数
料、繰越金など 3万9千円

議会費 市議会の運営などに使うお金 5千円

総務費 企画や財務、徴税、防災対策
などに使うお金 7万円

民生費 子育て、高齢者、障害者など
の福祉に使うお金 20万6千円

衛生費 健康づくりやごみ処理などに
使うお金 5万6千円

農林水産業費 農林水産業の振興に使うお金 1万1千円

商工費 商工業や観光の振興に使うお
金 8千円

土木費 道路、河川、公園、市営住宅な
どに使うお金 7万3千円

消防費 消防や救急などに使うお金 2万8千円

教育費 学校教育や生涯学習などに使
うお金 6万4千円

公債費 市債の元金と利子の返済に使
うお金 7万2千円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　63万1千円（Ａ） 使ったお金　59万2千円（Ｂ）

市の貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高　10万6千円（総額 48億4,770万円）
借金（市債）残高　71万6千円（総額 326億989万円）

次年度に使うため繰り越すお金
4千円（総額 2億162万円）（Ｃ）
実質収支額 3万5千円（総額 15億7,644万円）（Ａ－Ｂ－Ｃ）
【令和8年３月末人口 4万5,531人で算出】

※金額及び構成比は端数処理しているため、各項目の合計や差引額の合計欄などと一致しない場合があります。
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答 

中
学
３
年
生
は
全
員
が
高
校
へ
進

学
し
た
。
事
業
の
成
果
と
し
て
、

理
解
度
確
認
テ
ス
ト
に
よ
る
偏
差
値
が
、

小
学
４
年
生
は
59
・
０
か
ら
64
・
９
、

小
学
６
年
生
は
39
・
７
か
ら
50
・
２
、

中
学
１
年
生
は
45
・
８
か
ら
48
・
０
、

中
学
２
年
生
は
36
・
３
か
ら
47
・
０
、

中
学
３
年
生
は
46
・
５
か
ら
66
・
５
と

な
り
、
全
て
の
学
年
で
上
昇
し
た
。
小

学
５
年
生
は
、
同
テ
ス
ト
を
複
数
回
受

け
た
児
童
が
い
な
か
っ
た
。

予
防
接
種
事
業

問 

令
和
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
帯
状

疱
疹
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

対
象
者
、
自
己
負
担
額
及
び
接
種
実
績

は
。

答 

対
象
者
は
、
65
歳
の
方
、
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
で
特
定
の
免
疫
機
能

障
害
が
あ
る
方
の
ほ
か
、
制
度
開
始
に

伴
う
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
100
歳
に
な
る
方
で
あ
る
。
令
和
７

年
度
に
限
り
、
100
歳
を
超
え
る
方
も
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
接
種
の
生
ワ
ク

チ
ン
と
、
２
回
接
種
の
組
換
え
ワ
ク
チ

ン
の
２
種
類
が
あ
る
。
自
己
負
担
額
は
、

答 
令
和
８
年
９
月
８
日
現
在
の
会
員

数
は
541
人
で
、
男
性
が
299
人
、
約

55
％
、
女
性
が
242
人
、
約
45
％
で
あ
る
。

問 
女
性
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
業
務
は
。

答 
女
性
会
員
は
、
主
に
清
掃
・
買
物

な
ど
の
家
事
援
助
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
の
熱
中
症
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

フ
ァ
ン
付
き
空
調
服
の
購
入
費
の

半
額
を
、
5
，
０
０
０
円
を
上
限

に
助
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
衛
生

委
員
会
で
対
策
を
継
続
的
に
協
議
し
、

会
報
な
ど
で
会
員
へ
の
周
知
に
努
め
て

い
る
。

屋
外
作
業
は
、
原
則
と
し
て
午
前
中

の
み
と
し
て
お
り
、
業
務
の
性
質
上
、

や
む
を
得
ず
昼
を
ま
た
ぐ
場
合
に
も
、

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

６
２
円
で
、
前
年
度
比
262
万
９
，
８
９

８
円
の
減
、寄
附
金
や
返
礼
品
の
受
付・

発
注
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
更
新
な
ど

に
係
る
業
務
委
託
料
は
１
億
２
，
４
１

８
万
２
，
９
４
５
円
で
、
前
年
度
比
204

万
５
，
５
１
８
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
灯
設
置
等
補
助
事
業

問 

市
政
懇
談
会
で
は
、
こ
の
件
に
関

す
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
蛍
光
灯
が
な
く
な
っ
て
い
く
中
、

自
治
会
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏

ま
え
、
今
後
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答 

蛍
光
灯
の
製
造
が
令
和
９
年
末
で

中
止
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進
と
自
治
会
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
防
犯
灯
の
設
置
費
及

び
電
気
料
金
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
、
設
置
費
補
助
の

上
限
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
電

気
料
金
に
対
す
る
補
助
率
を
引
き
上
げ

る
な
ど
、
一
定
の
改
善
を
行
っ
た
。
本

年
度
の
市
政
懇
談
会
で
も
、
さ
ら
な
る

要
望
を
受
け
て
い
る
。
補
助
制
度
を
拡

充
し
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
今
年
度

は
現
在
の
制
度
を
継
続
す
る
が
、
自
治

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
事
業

問 

制
度
の
内
容
と
令
和
７
年
度
の
実

績
は
。

答 

市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
促
進
し
、
市
民
自

ら
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
交
付
金
を
交
付

す
る
制
度
で
あ
る
。

支
援
内
容
は
、
立
ち
上
が
り
段
階
に

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
「
支
援
部

門
」
と
、
前
年
度
に
支
援
部
門
で
採
択

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
市
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
を
連
続
２
回
ま
で
支
援
す
る

「
育
成
部
門
」
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
は
、
支
援
部
門
で
１
事

業
、
育
成
部
門
で
５
事
業
を
採
択
し
た
。

合
計
６
事
業
の

参
加
者
は
約
２
，

２
０
０
人
、
事

業
費
は
258
万
７
，

４
３
７
円
、
交

付
金
の
支
出
額

は
120
万
円
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
海
南
応
援
寄
附
金
事
業

問 
返
礼
品
の
内
訳
は
。

答 
令
和
７
年
度
の
寄
附
件
数
は
、
多

い
順
に
、
み
か
ん
な
ど
の
柑
橘
類

が
２
万
488
件
、
お
茶
な
ど
の
飲
料
が
１

万
９
，
０
８
８
件
、
家
具
製
品
な
ど
が

８
，
１
４
０
件
、
家
庭
用
品
が
４
，
６

６
８
件
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
日
本
酒

や
漆
器
な
ど
も
人
気
の
返
礼
品
と
な
っ

て
い
る
。

問 

経
費
の
内
訳
と
前
年
度
と
の
比
較

は
。

答 

返
礼
品
の
調
達
費
用
で
あ
る
報
償

費
は
３
億
１
，
２
６
０
万
７
，
４

８
８
円
で
、
前
年
度
比
１
，
１
１
９
万

４
，
８
８
８
円
の
減
、
寄
附
金
の
窓
口

と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
利
用
料
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
手
数
料
な

ど
の
手
数
料
は
８
，
６
７
９
万
４
，
５

会
の
負
担
軽
減
や
不
公
平
感
が
生
じ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
も
意
見
を
聞
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
ん
で
い
な
い

自
治
会
に
は
、
個
別
に
働
き
か
け
る
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
事
業

問 

令
和
７
年
12
月
の
一
斉
改
選
で
、

民
生
委
員
児
童
委
員
が
不
在
と
な

っ
た
地
域
へ
の
対
応
は
。

答 

欠
員
が
生
じ
て
い
る
地
区
で
は
、

地
区
の
民
生
委
員
の
会
長
を
中
心

に
、
近
隣
の
民
生
委
員
が
業
務
を
分
担

し
、
支
援
の
空
白
が
生
じ
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
る
。

問 

定
数
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答 

本
市
の
世
帯
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
担
当
範
囲
や
実
務
負

担
量
を
考
慮
し
た
上
で
、
改
め
て
見
直

し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業

問 

こ
の
事
業
中
の
、「
子
ど
も
の
学

習
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
利
用

者
に
中
学
３
年
生
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

進
学
状
況
は
。
ま
た
、
事
業
の
成
果
は
。

歳
入
歳
出
に
お
け
る
主
な
質
疑
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答 
中
学
３
年
生
は
全
員
が
高
校
へ
進

学
し
た
。
事
業
の
成
果
と
し
て
、

理
解
度
確
認
テ
ス
ト
に
よ
る
偏
差
値
が
、

小
学
４
年
生
は
59
・
０
か
ら
64
・
９
、

小
学
６
年
生
は
39
・
７
か
ら
50
・
２
、

中
学
１
年
生
は
45
・
８
か
ら
48
・
０
、

中
学
２
年
生
は
36
・
３
か
ら
47
・
０
、

中
学
３
年
生
は
46
・
５
か
ら
66
・
５
と

な
り
、
全
て
の
学
年
で
上
昇
し
た
。
小

学
５
年
生
は
、
同
テ
ス
ト
を
複
数
回
受

け
た
児
童
が
い
な
か
っ
た
。

予
防
接
種
事
業

問 

令
和
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
帯
状

疱
疹
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

対
象
者
、
自
己
負
担
額
及
び
接
種
実
績

は
。

答 

対
象
者
は
、
65
歳
の
方
、
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
で
特
定
の
免
疫
機
能

障
害
が
あ
る
方
の
ほ
か
、
制
度
開
始
に

伴
う
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
100
歳
に
な
る
方
で
あ
る
。
令
和
７

年
度
に
限
り
、
100
歳
を
超
え
る
方
も
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
接
種
の
生
ワ
ク

チ
ン
と
、
２
回
接
種
の
組
換
え
ワ
ク
チ

ン
の
２
種
類
が
あ
る
。
自
己
負
担
額
は
、

答 

令
和
８
年
９
月
８
日
現
在
の
会
員

数
は
541
人
で
、
男
性
が
299
人
、
約

55
％
、
女
性
が
242
人
、
約
45
％
で
あ
る
。

問 

女
性
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
業
務
は
。

答 

女
性
会
員
は
、
主
に
清
掃
・
買
物

な
ど
の
家
事
援
助
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
の
熱
中
症
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

フ
ァ
ン
付
き
空
調
服
の
購
入
費
の

半
額
を
、
5
，
０
０
０
円
を
上
限

に
助
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
衛
生

委
員
会
で
対
策
を
継
続
的
に
協
議
し
、

会
報
な
ど
で
会
員
へ
の
周
知
に
努
め
て

い
る
。

屋
外
作
業
は
、
原
則
と
し
て
午
前
中

の
み
と
し
て
お
り
、
業
務
の
性
質
上
、

や
む
を
得
ず
昼
を
ま
た
ぐ
場
合
に
も
、

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

が
７
億
８
，
８
６
１
万
１
，
５
０
６
円

で
あ
る
。

物
産
交
流
館
は
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ッ
ク
が
独
立
採
算

制
で
運
営
し
、
施
設
運
営
で
得
た
収
益

の
30
％
を
市
へ
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
度
の
納
付
額
は
1
，

２
７
２
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
急

速
充
電
器
の
使
用
料
35
万
1
，
３
７
４

円
も
市
の
収
入
と
な
っ
た
。

問 

土
日
の
駐
車
場
不
足
に
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

答 

お
盆
の
時
期
で
あ
る
８
月
８
日
か

ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
、
下
津
第

二
中
学
校
の
運
動
場
を
サ
ク
ア
ス
の
職

員
駐
車
場
と
し
て
一
時
的
に
借
り
、
来

場
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
約
20
台
分
確

保
し
た
。

今
後
は
、
来
場
者
が
よ
り
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
臨
時
駐
車
場

の
確
保
に
向
け
、
候
補
地
の
選
定
や
土

地
所
有
者
と
の
協
議
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
な
ど
を
交
え
て
検
討
す
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の

男
女
別
の
人
数
と
割
合
は
。

生
ワ
ク
チ
ン
が
１
回
２
，
５
０
０
円
、

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
が
１
回
６
，
５
０
０

円
で
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で

あ
る
。

対
象
者
は
３
，
８
５
９
人
で
、
接
種

件
数
は
生
ワ
ク
チ
ン
が
273
件
、
組
換
え

ワ
ク
チ
ン
が
１
，
５
１
６
件
、
接
種
率

は
約
３
割
で
あ
る
。

問 
接
種
率
が
約
３
割
だ
が
、
接
種
者

を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

答 
接
種
率
の
向
上
に
向
け
、
対
象
者

へ
の
個
別
通
知
や
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
医
療
機
関
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
、
医
師
会
の
協
力
に
よ
る

か
か
り
つ
け
医
を
通
じ
た
相
談
・
助
言

の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

対
象
世
代
が
集
う
場
を
活
用
し
た
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
。

道
の
駅
運
営
事
業

問 

令
和
７
年
度
の
売
上
額
と
開
駅
以

降
の
推
移
は
。
ま
た
、
売
上
げ
に

応
じ
た
市
へ
の
納
付
金
や
使
用
料
は
。

答 

売
上
額
は
、
令
和
５
年
度
が
９
月

の
開
駅
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
７

カ
月
間
で
４
億
４
，
１
３
８
万
９
，
２

８
２
円
、
令
和
６
年
度
が
６
億
６
，
８

９
７
万
３
，
２
０
２
円
、
令
和
７
年
度



6市議会だよりかいなん 87号

討
論

決
算
に
か
か
る

議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

読
書
活
動
推
進
事
業

問 
国
の
「
第
６
次
学
校
図
書
館
図
書

整
備
等
５
か
年
計
画
」
の
達
成
状

況
は
。

答 
図
書
の
整
備
に
つ
い
て
、
小
学
校

で
は
、
各
学
校
が
備
え
る
図
書
冊

数
を
示
し
た
学
校
図
書
館
図
書
標
準
を

お
お
む
ね
達
成
し
て
い
る
。
中
学
校
で

も
同
標
準
に
近
づ
い
て
お
り
、
図
書
の

更
新
方
法
の
工
夫
な
ど
も
含
め
、
５
か

年
計
画
の
最
終
年
度
末
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

学
校
司
書
に
つ
い
て
、
５
か
年
計
画

の
目
標
は
1.3
校
に
１
人
で
あ
る
が
、
本

市
で
は
18
校
に
５
人
を
配
置
し
、
3.6
校

に
１
人
と
な
っ
て
い
る
。
配
置
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
の
２
人
か
ら
、
令

和
５
年
度
に
は
４
人
、
令
和
６
年
度
に

は
５
人
へ
増
員
し
て
き
た
。

問 

学
校
司
書
１
人
当
た
り
の
学
校
数

が
多
く
、
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
学
校

と
、
そ
う
で
な
い
学
校
と
の
図
書
館
環

境
の
差
が
大
き
い
。
子
ど
も
と
本
を
つ

な
ぐ
学
校
司
書
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答 

本
が
好
き
と
答
え
る
子
ど
も
の
数

は
全
国
的
に
か
な
り
減
少
し
て
お

り
、
本
市
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
傾
向

を
食
い
止
め
、
好
転
さ
せ
る
た
め
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

室
山
浄
水
場
整
備
事
業
・

老
朽
配
水
管
布
設
替
事
業
・

下
津
水
道
老
朽
管
更
新
事
業

問 
各
事
業
の
内
容
は
。

答 
室
山
浄
水
場
整
備
事
業
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
足
な
ど

の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
基
本
調
査

や
基
本
設
計
を
経
て
、
現
在
、
実
施
設

計
を
進
め
て
い
る
。

老
朽
配
水
管
布
設
替
事
業
及
び
下
津

水
道
老
朽
管
更
新
事
業
は
、
老
朽
化
し

た
水
道
管
を
耐
震
性
の
あ
る
水
道
管
に

布
設
替
え
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

３
事
業
を
含
め
、
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

問 

室
山
浄
水
場
の
完
成
予
定
は
。

答 

現
在
、
実
施
設
計
中
で
あ
り
、
一

定
の
目
途
が
立
っ
た
段
階
で
お
知

ら
せ
し
た
い
。

○議案68・69・70号　特別会計　
国民健康保険特別会計は、生活困窮などで徴収不能が75件あり、多く

の低所得者が加入する国保運営は、既に限界で公費投入は必要であ

る。また、後期高齢者医療特別会計は２年に一度、保険料の見直しがあり、年金生活

者を苦しめている。介護保険特別会計についても、制度開始から２倍以上に保険料

が引き上がっている。以上３つの特別会計決算の認定に反対する。	 （岡　義明）

反対

○議案67号　一般会計
特に、「マイナンバー（国民総背番号）」制度にかかる運用については、市民の

個人情報は国の管理下にあり、当初から懸念し、反対してきた。また「自衛官募

集事務協力」についても、本人に無断で自衛隊側に多くの個人情報を提供している。これは

「個人の自己決定権」を侵害するものであり、一般会計の決算認定に反対する。

（岡　義明）

反対

○議案67号　一般会計
財政調整基金約５１億円は、さらなる増額を心がけるべきである。

唯一正当と考えられる使途は、本市の実質的な市債約１００億円と相殺して、

金利約１億5,000万円の経費削減を行うことである。しかし、より肝要なのは、交付金や借入

れに頼らずに大災害等の際に即座に出動できる自己資金として蓄えておくことである。

（田村　秀明）

賛成
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１　まちづくりイベント事業について
学生をはじめとする若者世代からの応募を促進し、まちづくりに参画する人材の育成につながる

よう努められたい。

２　自主防災組織等育成事業について
各地域の実情に応じた積極的な自主防災活動が広く展開されるよう、関係課が情報共有・連携

して、活動促進に取り組むこと。

３　防犯灯設置等補助事業について
地区の防犯灯に係る費用負担について、自治会加入者に負担感や不公平感が生じていること

から、自治会の負担緩和も踏まえた改善策について、検討されたい。

４　室山浄水場整備事業・老朽配水管布設替事業・下津水道老朽管更新事業について
災害時における安定した給水を確保するため、国費等の財源確保に努め、浄水場の整備及び
老朽配水管の耐震化を計画的に推進すること。

５　民生委員児童委員活動事業について
民生委員児童委員の役割や活動について、市民の理解が一層深まるよう広報啓発に努めると

ともに、地域見守り協力員活動事業の活用により民生委員児童委員を地域全体で支える体制を
構築し、地域の実情に沿った負担軽減策及び一斉改選時における円滑な引継ぎ策を検討すること。

６　読書活動推進事業について
最終年度となる第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」の進捗を把握するとともに、国に

おける次期計画の策定動向や方針を踏まえ、学校図書館の整備充実に努められたい。
また、本と子供たちをつなぐ役割を担う学校図書館司書の配置を拡充し、子供たちが読書の魅力

を感じられる学校図書館の整備を求める。

決算審査の中で出された意見や要望を新年度予算に反映するよう求めるため、予算決算委員会で、
次のとおり意見書を取りまとめました。
意見書は９月28日、副議長及び予算決算委員会の正副委員長が同席のもと、議長から市長に提出し
ました。
（左から塩﨑副市長、神出市長、米原議長、川口副議長、榊󠄀原予算決算委員会委員長、岡予算決算委員会副委員長）

決算審査に係る意見書を市長に提出
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問：報酬額の引き上げにより、どの程度、市の負担が
増えるのか。

答：増額となる金額は、当日投票所では、1投票所に
つき4,300 円、投票所は45カ所あり、計 19万
3,500 円。期日前投票所では、1日につき4,200
円、投票所は５カ所、期間は選挙により異なるが、
最長となる参議院選・県知事選の場合は16日間
で、計 33万 6,000 円となり、合計は最大で52
万 9,500 円となる。なお、国・県の選挙の場合は、
費用は法律に基づき、国・県において負担される。

問：令和７年６月に法律が改正されたが、条例改正が
この時期になった理由は。

答：本市では、令和７年７月に期日前投票所を商業施
設２カ所に増設したことで期日前投票者数が大幅
に増えたため、当日投票所の開設時間短縮の検
討を進めていた。報酬額の改定については、投票
管理者や投票立会人の選出、職務従事を各地域
に依頼している実状や負担などを勘案し、投票所
開設時間の短縮と併せて実施する方向で調整を進
めており、選挙管理委員会において、当日投票所
の開設時間の短縮を実施する見通しが立ったため、
報酬額改定案を今議会に上程した。

問：今後、国の改正があり基準額が引き上げ
られた場合、条例自体を国の法律改正に
準じるとするような、条例改正は考えて
いないのか。

答：非常勤特別職の報酬額などについては、
市が主体となって、実状を踏まえた改正
対応ができるよう、条例規定を基本とし
たいと考えている。

こんな質疑がありました

投票所の管理者などの報酬額を改正
議案第63号　海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

【本市の投票管理者などの報酬額の見直し内容】
区　分 改　正　後 改　正　前 国・法改正後 国・法改正前

投票所の投票管理者 14,500円 13,000 円 14,500 円 12,800 円

投票所の投票立会人 12,400円 11,000 円 12,400 円 10,900 円

期日前投票所の投票管理者 12,800円 11,200 円 12,800 円 11,300 円

期日前投票所の投票立会人 10,900円 9,600 円 10,900 円 9,600 円

選挙長（開票管理者） 現行どおり 13,000 円 12,200 円 10,800 円

選挙立会人（開票立会人） 現行どおり 11,000 円 10,100 円 8,900 円

＜参考＞ 国の基準
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問：空調設備更新の設計委託料311万3,000
円を計上した理由と、設備の現在の状態
は。また、設計委託を必要とする根拠は。

答：ハレアメドームの空調設備は、平成 12
年のわんぱく公園開園時から引き継いだ
設備である。本年７月から８月にかけて故
障が続いたため、令和９年度に更新工事
を行うこととし、その設計を今年度に行う
ものである。
現在は、部品がなく修繕できない箇所
が多いため、床置き空調機などを年度末
まで借り上げて対応している。
設備の更新には、既存の図面だけでは
判断できない事象が多く、現地調査に基
づく専門的な技術判断が必要である。ま
た、可能な限り早期の改善を目的としつ
つ、工事費の適正な算定や確実な入札執
行のためにも、設計委託は必要な手順で
ある。

問：地域活動支援センター事業では、どのよ
うな業務を委託するのか。

答：利用者の受入れ、塗り絵などの日中の居
場所としての活動支援、相談対応、関係
機関との連携などを委託する予定である。

問：新たな事業者をプロポーザル方式で選定
する理由は。

答：事業者から独自の提案を求めるため、プ
ロポーザル方式を採用するものである。

問：雨水排水対策に係る修繕料 148万円の内
容は。また、開園から間もない時期に対
応が必要となった理由と、当初の設計や施
工に問題はなかったのか。

答：修繕箇所は２カ所である。
１カ所目は、ハレアメドームにつながる

「風の回廊」である。屋根に降った雨水
が遊具広場に流れ込み、水たまりが生じる
ため、雨樋の取付けと排水管の埋設により、
雨水を適切に排水する。
２カ所目は、こども広場の法面下部であ
る。湧水により地盤が湿った状態が続いて
いるため、排水管を埋設して湧水対策を行う。
いずれも来園者の通行や遊び場としての

利用に支障が生じているため、改善の必要
性が高いと判断した。工事は設計どおりに
完了しており、施工業者に契約不適合責任
はない。施工後に予期せず発生したもの
であるため、市が補修することになる。

問：令和９年度以降の事業者を公募するに当
たり、現時点で参加が見込まれる事業者は。

答：事前調査では、数社からプロポーザルに
参加したいとの意向が示されている。

問：現在の事業者が撤退する理由は。

答：現在の事業者から、令和９年３月で職員１
人が退職するため、事業の継続が困難と
なり撤退したいとの申し出があった。この
ため、新たな事業者を選定するものである。

こんな質疑がありました

こんな質疑がありました

議案第６５号　令和８年度海南市一般会計補正予算（第３号）

海南ハレアメ設備の修繕

地域活動支援センター事業所の委託

（市民防災公園運営事業）

（地域活動支援センター事業）

債務負担行為の期間及び限度額

459万3千円

3,312万3千円
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現在の制度には、紛争当事国への移転禁止、国家
安全保障会議での審議、国会への通知など、一定

の統制と透明性を確保する仕組みがある。本意見書（案）は、こうし
た制度や規制に触れず、一面的である。一律禁止ではなく、審査基
準の明確化と厳格な運用、国会の関与、情報公開の強化を政府
に求めるべきであり、本意見書（案）に反対する。

（森下　貴史）

発議第６号  殺傷能力ある武器輸出の禁止を求める意見書（案）について
発議第６号については、賛成少数により否決となりました。	 （発議者：岡　義明）

日本は長年にわたり武器輸出を禁止してきたが、２０１４年の閣議決定により、「救難、輸送、警戒、
監視、掃海」の５類型に限定して武器輸出を解禁し、その後、５類型の限定を撤廃して、殺傷・破
壊能力のある武器を含む完成品の輸出を解禁した。
これらの決定は、平和国家としての根幹を揺るがし、国際社会の緊張や紛争を助長することにつなが
るとして、閣議決定を撤回し、殺傷能力を持つ武器輸出を禁止するよう国に求めるもの。（要旨）

問：本年４月の運用指針改定には、「移転先を
協定締結国に限定すること」「戦闘が行わ
れている国への移転を原則認めないこと」
「案件ごとに国家安全保障会議で審査し、
国会へ通知すること」などの枠組みが設
けられている。本意見書（案）では、こ
れらに触れておらず、事実関係の記述とし
て一面的ではないか。

答：輸出先の制限や国家安全保障会議での審
査、国会への通知など、一定の制限の枠
組みが設けられていることは承知している。
しかし、殺傷能力を持つ武器輸出は、
どのような歯止めが設けられていても、戦
争への反省から築き上げられてきた平和
憲法の理念に重大な変容をもたらしかね
ないと考えている。そのため、手続き上
の詳細にはあえて触れず、「殺傷能力ある
武器輸出の禁止」を核心に据え、明確に
主張する内容とした。

問：政府の説明が国民の理解を得るに至って
いないとの問題意識は共有している。本

意見書（案）の趣旨を、次の４項目に改
めるならば、賛同を検討すると提案した
が、応じられなかった理由は。
①運用指針改定の必要性と内容について、
政府が国民に丁寧かつ分かりやすく説
明を尽くすこと

②個別案件の審査基準を明確化し、厳格
に運用すること
③移転案件に関する国会への事前・事後
の関与と情報公開を強化すること

④紛争当事国及び人道上の懸念がある国
への移転を認めない運用を徹底すること

答：政府の説明が国民の理解を得るに至って
いないとの問題認識は共有している。ま
た、提案された４項目についても検討した。
しかし、本意見書（案）は、殺傷能力
ある武器輸出に対する国民の懸念や平和
への思いを国に明確に示すため、「殺傷能
力ある武器の輸出の禁止」を主要な趣旨
として提出したものである。このため、４
項目への変更には応じられない。

発議とは、議員が議案を提出することで、９月定例会では 1 件が提出されました。発 議

討
論

発
議
に
対
す
る

反対
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1981年、国会は平
和国家としての立場

から、武器輸出に厳正かつ慎重に
対処する決議を行った。海南市議
会も「核兵器廃絶平和都市」を宣
言している。平和を願い、人の命を
守るという根本は同じである。日本
が世界に届けるものは、武器ではな
く平和であってほしいとの思いから、
本意見書（案）に賛成する。

（那須　亜美）

戦争を繰り返さず、平
和を守る思いは同じで

ある。しかし、武器輸出が緊張と紛争
を助長すると断定し、一律に禁止す
ることには賛同できない。輸出先や
使用目的、紛争への関与の危険性、
輸出後の管理を具体的に検討し、
慎重に判断すべきである。国民への
十分な説明と、紛争を助長させない
厳格な審査・管理を求め、本意見書
（案）に反対する。	 （東方　貴子）

厳しさを増す国際情
勢の中で平和を守る

には、現実を踏まえた安全保障と
パートナー国との協力が必要であ
る。重要なのは無条件に輸出する
ことではなく、国際法の遵守と紛争
を助長しないことを前提に、輸出目
的を厳格に審査し、適切に管理す
ることであり、一律禁止を求める本
意見書（案）に反対する。

（川崎　一樹）

議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・認定　〇…賛成多数で認定　×…否決

9 月定例会
議案番号 議　　案 結果
議案第 ６３ 号 海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 ６４ 号 海南市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 ６５ 号 令和８年度海南市一般会計補正予算（第３号） ◎
議案第 ６６ 号 令和８年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎
議案第 ６７ 号 令和７年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 ６８ 号 令和７年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 ６９ 号 令和７年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 ７０ 号 令和７年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 ７１ 号 令和７年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 ７２ 号 令和７年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 ７３ 号 令和７年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 ７４ 号 令和７年度海南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ◎
議案第 ７５ 号 令和７年度海南市病院事業会計決算の認定 ◎
発議第 ６ 号 殺傷能力ある武器輸出の禁止を求める意見書（案） ×

議案第63号  関連記事8ページ　 議案第64号  廃棄物の処理及び清掃に関する法律の改正に伴い、所要の規定の整理を行うもの。　
議案第65号  総額8,436万７千円の増額補正 関連記事9ぺ―ジ　 議案第66号  総額1,680万８千円の増額補正　 議案第67～75号  関連記事
2～7ページ　 発議第6号  関連記事10ページ

会派・議員名

議案番号など

日本共産党.
海南市議会
議員団

公明党 みらい
クラブ 市民クラブ 市政クラブ

無
所
属 結

　
　
果

岡
　  

義
明

那
須  

亜
美

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

古
田  

充
司

坂
口  

勝
彦

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

田
村  

秀
明

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

溝
口  

千
歳

川
口  

政
夫

宮
本  

憲
治

東
方  

貴
子

熊
野  

愛
子

議案第 67号 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 68号 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 69号 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 70号 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

発議第 6号 ○ ○ × × × × × × × 議長 × × × × × × × × 否決
●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案など ○…賛成　×…反対

賛成 反対 反対
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問 

令
和
８
年
８
月
５
日
、

政
府
は
給
付
付
き
税

額
控
除
の
制
度
導
入
の
基

本
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
９
年
４

月
１
日
か
ら
２
年
間
、
飲

食
料
品
の
消
費
税
率
を
８

％
か
ら
１
％
に
引
き
下
げ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
市

民
の
家
計
負
担
は
ど
の
程

度
に
な
る
と
考
え
る
か
。

答 

２
人
以
上
の
世
帯
で

は
、
酒
類
や
外
食
を

除
き
、
年
間
約
５
万
８
千

円
、
月
額
約
４
千
８
百
円

の
負
担
軽
減
に
な
る
と
試

算
さ
れ
る
。

問 

一
方
で
、
飲
食
料
品

の
消
費
税
率
引
き
下

げ
に
よ
る
本
市
財
政
へ
の

影
響
は
。

答 

歳
入
面
で
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
は

年
間
約
１
億
９
千
万
円

の
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
。
歳
出
面
で
は
、
学
校

給
食
の
賄
材
料
費
で
約

１
千
２
百
万
円
、
災
害
用

備
蓄
物
資
で
約
80
万
円
の

問 
平
成
19
年
６
月
２
日

施
行
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
、
３
ト
ン
給

水
車
を
運
転
で
き
る
職
員

数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
３
ト
ン
給
水
車
を

運
転
で
き
る
職
員
は
何
人

い
る
か
、
そ
の
う
ち
40
歳

以
下
で
運
転
可
能
な
人
数

は
。

答 

道
路
交
通
法
改
正
以

降
の
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
る
職
員
数
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
６
月
２
日
以
降
に
普

通
自
動
車
免
許
を
取
得
し

た
者
は
、
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
な
い
の
で
、

お
の
ず
と
運
転
で
き
る
人

数
は
減
少
方
向
に
動
い
て

い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

な
お
、
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
る
職
員
数
は
、

令
和
８
年
９
月
１
日
時
点

で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
消

防
職
員
を
除
く
全
職
員
の

う
ち
、
全
体
の
約
６
割
の

237
人
で
、
そ
の
う
ち
、
40

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般
について、現在の状況や将来の方針などを質問したり、
提言を行うものです。政策の見直しや改善につながる役
割があります。
９月定例会では、11人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

人
が
市
政
を
問
う

11

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

11

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

1　東方　貴子（13 ページ）
◎飲食料品の消費税率引下げと海南

市への影響について
　・不登校児童生徒への支援と南野上

小学校跡地の活用について
　・高齢者が生きがいを持って暮らせ

るまちづくりについて

2　坂口　勝彦（13 ページ）
◎道路交通法改正により特に若手職

員が３トン給水車を運転できなく
なった現状について

3　森下　貴史（14 ページ）
◎大規模災害に備えた災害対応につ

いて
　・頼れる身寄りがいない高齢者への

支援について

4　那須　亜美（14 ページ）
　・学校体育館の空調について 

◎待機児童ゼロのその先へ 

5　岡　義明（15 ページ）
　・「犯罪被害者支援条例」について

◎「いきいき介護予防事業（下津町
地域）」について  

　・訪問介護報酬減額による介護事業
所の実態と支援等について（パー
ト２）

6　田村　秀明（15 ページ）
◎豪雨による浸水対策について

　・鳥獣被害とサルへの対応について

7　溝口　千歳（16 ページ）
◎災害時における生活用水の確保に

ついて

8　中家　悦生（16 ページ）
　・市役所に証明写真機を設置すべき

ではないか
◎海南医療センターの婦人科の医師

の状況について

9　宮本　憲治（17 ページ）
◎海南市国民健康保険税の値下げを

求める

�　橋爪　大輔（17 ページ）
◎ドローンの活用について

�　杉本　博美（18 ページ）
◎海南医療センターのサイバーセキ

ュリティ対策について

※ ◎の質問の概要を掲載しています。
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決
　
算

●約１億９千万円の減収を見込む

●免許取得に係る費用の２分の１、上限25万円を補助する

軽
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

問 

歳
出
の
削
減
額
に
比

べ
、
地
方
消
費
税
交

付
金
の
減
収
額
は
大
き
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
な

財
源
に
つ
い
て
は
国
の
責

任
に
お
い
て
確
実
に
保
障

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

現
時
点
で
は
、
国
の

財
源
措
置
な
ど
、
制

度
の
詳
細
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
、基
金
や
国・

県
の
補
助
金
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
な

ど
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
に
努
め
る
。

問 

令
和
８
年
８
月
５
日
、

政
府
は
給
付
付
き
税

額
控
除
の
制
度
導
入
の
基

本
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
９
年
４

月
１
日
か
ら
２
年
間
、
飲

食
料
品
の
消
費
税
率
を
８

％
か
ら
１
％
に
引
き
下
げ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
市

民
の
家
計
負
担
は
ど
の
程

度
に
な
る
と
考
え
る
か
。

答 
２
人
以
上
の
世
帯
で

は
、
酒
類
や
外
食
を

除
き
、
年
間
約
５
万
８
千

円
、
月
額
約
４
千
８
百
円

の
負
担
軽
減
に
な
る
と
試

算
さ
れ
る
。

問 

一
方
で
、
飲
食
料
品

の
消
費
税
率
引
き
下

げ
に
よ
る
本
市
財
政
へ
の

影
響
は
。

答 

歳
入
面
で
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
は

年
間
約
１
億
９
千
万
円

の
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
。
歳
出
面
で
は
、
学
校

給
食
の
賄
材
料
費
で
約

１
千
２
百
万
円
、
災
害
用

備
蓄
物
資
で
約
80
万
円
の

歳
以
下
の
職
員
は
15
人
で

あ
る
。

問 

長
期
的
な
影
響
を
考

慮
し
て
、
今
回
、
免

許
取
得
に
係
る
補
助
制
度

を
設
け
ら
れ
た
点
に
つ
い

て
は
、
一
定
評
価
し
た
い

と
思
う
が
、
職
員
へ
の
制

度
周
知
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の

か
。

答 

免
許
取
得
に
係
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、

業
務
上
免
許
取
得
の
必
要

性
が
見
込
ま
れ
る
部
署
の

所
属
長
に
対
し
て
、
周
知

を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

全
職
員
に
対
し
、
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し
、
周

知
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

平
成
19
年
６
月
２
日

施
行
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
、
３
ト
ン
給

水
車
を
運
転
で
き
る
職
員

数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
３
ト
ン
給
水
車
を

運
転
で
き
る
職
員
は
何
人

い
る
か
、
そ
の
う
ち
40
歳

以
下
で
運
転
可
能
な
人
数

は
。

答 

道
路
交
通
法
改
正
以

降
の
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
る
職
員
数
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
６
月
２
日
以
降
に
普

通
自
動
車
免
許
を
取
得
し

た
者
は
、
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
な
い
の
で
、

お
の
ず
と
運
転
で
き
る
人

数
は
減
少
方
向
に
動
い
て

い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

な
お
、
３
ト
ン
給
水
車

を
運
転
で
き
る
職
員
数
は
、

令
和
８
年
９
月
１
日
時
点

で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
消

防
職
員
を
除
く
全
職
員
の

う
ち
、
全
体
の
約
６
割
の

237
人
で
、
そ
の
う
ち
、
40

３トン給水車

東方  貴子

坂口  勝彦

食料品の消費税減税、市への影響は

免許取得支援を行っていると聞いて
いるが、その詳しい内容は

録画映像

録画映像
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

問 

い
き
い
き
介
護
予

防
事
業
（
下
津
町
地

域
）
は
、
合
併
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
き
た
が
「
温
か

い
食
事
」
の
提
供
を
や
め
、

「
500
円
程
度
の
弁
当
を
自

己
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

に
変
更
す
る
」
と
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
が
、
本
事

業
の
目
的
と
効
果
は
ど
う

か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降

も
給
食
の
継
続
を
求
め
る
。

答 

本
事
業
は
高
齢
者
の

自
立
的
な
生
活
を
推

進
し
、
健
康
保
持
及
び
増

進
を
図
り
、
介
護
予
防
に

つ
な
げ
る
効
果
が
あ
る
。

海
南
と
下
津
は
そ
れ
ぞ

れ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
体
操
等
を
行
い
、
海
南

は
「
市
販
の
軽
食
」
を
、

下
津
は
「
調
理
員
に
よ
る

給
食
」
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
の
経
緯
は
、
下
津

の
給
食
費
に
は
調
理
員
の

経
費
等
が
含
ん
で
お
ら
ず
、

食
材
費
程
度
し
か
賄
え
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
検
討

し
た
結
果
、
来
年
度
か
ら

問 
海
南
駅
東
土
地
区
画

整
理
地
域
の
排
水
路

の
能
力
は
、
ど
の
位
の
雨

量
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答 

５
年
確
率
、
時
間
雨

量
50
ミ
リ
の
条
件
で

設
計
し
て
い
る
。

問 

最
近
の
千
葉
、
富
山
、

石
川
で
の
豪
雨
の
雨

量
は
。

答 

千
葉
県
中
央
区
で
115

ミ
リ
／
時
、
富
山
県

氷
見
市
で
64
ミ
リ
／
時
、

石
川
県
羽
咋
市
で
82
ミ
リ

／
時
で
あ
っ
た
。

問 

区
画
整
理
地
区
内
の

水
路
と
、
こ
れ
を
受

け
る
井
松
原
、
今
市
の
水

路
の
断
面
積
は
。

答 

区
画
整
理
地
区
内
2

本
の
排
水
路
断
面
積

は
、
2
本
合
計
で
3.1
ミ
リ

で
あ
り
、
井
松
原
、
今
市

の
水
路
は
2
・
53
～
2
・

58
ミ
リ
で
あ
る
。

問 

質
疑
応
答
よ
り
、
駅

東
区
画
整
理
エ
リ
ア

に
お
い
て
日
方
川
直
結
の

水
路
の
必
要
性
が
浮
上
し

●見直しが必要な点は計画に反映

●利用調整基準の見直しを検討する

こ
ろ
ま
で
を
想
定
し
た
受

援
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
訓
練
に

は
、
実
際
に
応
援
を
必
要

と
す
る
部
署
も
参
加
し
て

い
る
か
。
さ
ら
に
、
訓
練

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
課
題
を
受
援
計
画
に
反

映
し
、
定
期
的
に
計
画
を

見
直
す
仕
組
み
は
あ
る
か
。

答 
訓
練
に
つ
い
て
、
受

援
に
特
化
し
た
訓
練

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
各

地
で
発
生
す
る
災
害
に
関

す
る
報
道
等
か
ら
課
題
や

情
報
を
拾
い
出
し
、
見
直

し
が
必
要
な
点
は
部
署
と

共
有
し
、
本
市
の
計
画
に

反
映
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

問 

市
で
は
、
近
隣
自
治

体
等
か
ら
の
応
援
が

十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
場

合
を
想
定
し
、
現
在
締
結

し
て
い
る
相
互
応
援
協
定

に
つ
い
て
、
単
に
協
定
を

締
結
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
人
的
支
援
が

可
能
な
の
か
、
連
絡
体
制
、

支
援
内
容
に
つ
い
て
定
期

的
に
確
認
し
て
い
る
か
。

答 
国
の
応
急
対
策
職
員

派
遣
制
度
に
基
づ
き
、

和
歌
山
県
へ
の
職
員
派
遣

は
、
基
本
的
に
埼
玉
県
が

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
関
西
広
域
連
合
で

対
応
が
可
能
な
場
合
は
、

滋
賀
県
か
ら
職
員
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
協
定
の
確
認
に
つ
い

て
は
、
市
が
締
結
し
て
い

る
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
応
援

協
定
に
関
し
、
毎
年
、
協

定
内
容
や
連
絡
先
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

問 

応
援
職
員
を
受
け
入

れ
、
各
部
署
に
配
置

し
、
業
務
を
開
始
す
る
と

問 

自
営
業
者
が
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
利
用

調
整
基
準
を
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
き
ょ
う
だ

い
が
同
じ
園
に
通
え
る
配

慮
や
、
保
育
士
確
保
へ
の

市
独
自
の
支
援
策
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答 

利
用
調
整
は
毎
年
、

課
内
で
協
議
し
て
お

り
、
自
営
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
や
他
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。
き
ょ
う
だ
い
加

点
は
、
他
の
家
庭
と
の
公

平
性
の
問
題
も
あ
る
た
め
、

こ
れ
も
慎
重
に
検
討
す
る
。

保
育
人
材
の
確
保
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を

幅
広
く
情
報
収
集
す
る
。

問 

希
望
す
る
保
育
施
設

に
入
れ
な
い
家
庭
の

実
態
は
。

答 

令
和
８
年
度
の
１
歳

児
の
待
機
児
童
は
16

人
で
、
こ
れ
は
１
歳
児
の

申
込
み
が
前
年
度
よ
り
18

人
増
加
し
た
こ
と
等
が
要

因
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定

園
希
望
児
童
が
22
人
、
き

ょ
う
だ
い
で
別
々
の
施
設

を
利
用
し
て
い
る
家
庭
は

12
組
あ
る
。

問 

利
用
調
整
基
準
で
は
、

自
営
業
者
は
会
社
員

よ
り
点
数
が
低
い
が
、
不

利
に
な
ら
な
い
の
か
。

答 

利
用
調
整
基
準
に
国

の
基
準
は
な
く
、
本

市
独
自
の
も
の
で
、
そ
の

指
数
は
細
分
化
し
て
い
る
。

自
営
業
と
い
う
だ
け
で
不

利
に
な
る
も
の
で
は
な
い

が
、
就
労
時
間
が
同
じ
場

合
は
会
社
員
よ
り
点
数
が

低
く
、
そ
の
他
の
指
数
が

同
じ
な
ら
優
先
順
位
も
低

く
な
る
。

森下  貴史

那須  亜美

定期的に防災計画を見直しているか

希望する保育を受けられる環境整備を

録画映像

録画映像
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

●利用者とよく話し合い慎重に検討する

●新たな時間雨量を算定して水路を整備する

「
全
額
自
己
負
担
の
弁
当
」

へ
の
変
更
に
つ
い
て
利
用

者
に
説
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
参
加
者
か
ら
「
こ
の

事
業
に
は
長
い
歴
史
が
あ

り
、
性
急
な
改
革
は
相
入

れ
な
い
」
な
ど
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う

な
意
見
を
踏
ま
え
、
下
津

の
給
食
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
と
よ
く
話
し

合
い
慎
重
に
検
討
す
る
。

問 
説
明
会
で
は
、
決
定

し
た
か
の
よ
う
な
説

明
の
や
り
方
を
行
っ
て
い

る
が
ど
う
か
。

答 
説
明
不
足
な
ど
で
利

用
者
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
た
こ
と
を
深
く
お

わ
び
す
る
。

問 

い
き
い
き
介
護
予

防
事
業
（
下
津
町
地

域
）
は
、
合
併
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
き
た
が
「
温
か

い
食
事
」
の
提
供
を
や
め
、

「
500
円
程
度
の
弁
当
を
自

己
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

に
変
更
す
る
」
と
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
が
、
本
事

業
の
目
的
と
効
果
は
ど
う

か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降

も
給
食
の
継
続
を
求
め
る
。

答 
本
事
業
は
高
齢
者
の

自
立
的
な
生
活
を
推

進
し
、
健
康
保
持
及
び
増

進
を
図
り
、
介
護
予
防
に

つ
な
げ
る
効
果
が
あ
る
。

海
南
と
下
津
は
そ
れ
ぞ

れ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
体
操
等
を
行
い
、
海
南

は
「
市
販
の
軽
食
」
を
、

下
津
は
「
調
理
員
に
よ
る

給
食
」
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
の
経
緯
は
、
下
津

の
給
食
費
に
は
調
理
員
の

経
費
等
が
含
ん
で
お
ら
ず
、

食
材
費
程
度
し
か
賄
え
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
検
討

し
た
結
果
、
来
年
度
か
ら

た
が
、
当
局
の
現
状
把
握

と
姿
勢
は
。

答 

日
方
川
直
結
の
南
北

の
水
路
を
含
め
、
効

果
的
な
内
水
氾
濫
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問 

線
状
降
水
帯
等
に
よ

る
長
時
間
豪
雨
に
対

応
で
き
る
水
路
を
検
討
す

る
意
図
は
あ
る
か
。

答 

直
近
の
降
雨
デ
ー
タ

や
最
大
降
雨
強
度
を

用
い
て
算
定
す
る
、
日
本

下
水
道
協
会
が
発
行
す
る

「
下
水
道
施
設
計
画
・
設

計
指
針
と
解
説
」
に
基
づ

き
、
本
市
に
お
い
て
も
来

年
度
に
雨
水
公
共
下
水
道

計
画
を
改
定
し
、
新
た
な

時
間
雨
量
に
基
づ
く
水
路

等
を
整
備
す
る
。

問 

海
南
駅
東
土
地
区
画

整
理
地
域
の
排
水
路

の
能
力
は
、
ど
の
位
の
雨

量
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答 

５
年
確
率
、
時
間
雨

量
50
ミ
リ
の
条
件
で

設
計
し
て
い
る
。

問 

最
近
の
千
葉
、
富
山
、

石
川
で
の
豪
雨
の
雨

量
は
。

答 

千
葉
県
中
央
区
で
115

ミ
リ
／
時
、
富
山
県

氷
見
市
で
64
ミ
リ
／
時
、

石
川
県
羽
咋
市
で
82
ミ
リ

／
時
で
あ
っ
た
。

問 

区
画
整
理
地
区
内
の

水
路
と
、
こ
れ
を
受

け
る
井
松
原
、
今
市
の
水

路
の
断
面
積
は
。

答 

区
画
整
理
地
区
内
2

本
の
排
水
路
断
面
積

は
、
2
本
合
計
で
3.1
ミ
リ

で
あ
り
、
井
松
原
、
今
市

の
水
路
は
2
・
53
～
2
・

58
ミ
リ
で
あ
る
。

問 
質
疑
応
答
よ
り
、
駅

東
区
画
整
理
エ
リ
ア

に
お
い
て
日
方
川
直
結
の

水
路
の
必
要
性
が
浮
上
し

岡　  義明

田村  秀明

来年度以降も「温かい給食」の
継続を求める

長時間の豪雨に対応できる
水路の検討は

録画映像
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

問 

保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
達
成
状
況
に

応
じ
て
交
付
金
を
交
付
す

る
制
度
だ
が
、
海
南
市
に

お
い
て
は
、
市
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
国
保

税
を
下
げ
る
た
め
に
さ
ら

に
努
力
す
る
余
地
が
あ
る

か
。

答 

保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
保
険
者
の
取

り
組
み
を
客
観
的
な
指
標

で
評
価
し
、
達
成
状
況
に

応
じ
て
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
制
度
で
あ
る
。

点
数
を
伸
ば
す
こ
と
は
、

国
保
財
政
の
歳
入
増
に
つ

な
が
り
、
国
保
税
水
準
の

抑
制
に
資
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
収
納
率
と

特
定
健
診
等
は
全
国
平
均

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
保
険
税
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
努
力
す
べ
き

余
地
が
あ
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問 

市
民
の
国
保
税
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
さ

問 
近
年
、
国
は
災
害
時

に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
を
推
進
し
、
財
政

措
置
や
操
縦
者
の
育
成
を

支
援
し
て
い
る
。
本
市
で

も
幅
広
い
分
野
で
活
用
の

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
の
保
有
・
活
用

状
況
と
運
用
体
制
は
。

答 

Ｄ
Ｊ
Ｉ 

Ａ
ｉ
ｒ 

２

Ｓ
を
１
台
、
都
市
整

備
課
で
保
有
し
て
い
る
。

国
の
飛
行
許
可
・
承
認
を

得
て
、
老
朽
危
険
空
き
家

の
判
定
や
、
工
事
の
進
捗

確
認
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
職
員
８
名
が
技
能
認

証
を
取
得
し
、
操
縦
で
き

る
。

問 

災
害
時
、
市
と
民
間

事
業
者
と
の
連
携
は
。

答 

発
災
直
後
は
、
市
が

関
係
機
関
か
ら
情
報

を
収
集
し
、
迅
速
に
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

本
市
で
は
災
害
時
の
協
定

を
４
件
締
結
し
て
お
り
、

専
門
的
な
技
術
や
撮
影
が

必
要
な
場
合
は
、
民
間
事

●現在の登録は28件、周知啓発に取り組む

●県立医大へ医師配置を要請する際、女性医師を要望する

な
ど
日
常
の
管
理
は
所
有

者
に
依
頼
し
て
い
る
。

問 

今
後
、
多
く
の
災
害

時
協
力
井
戸
を
確
保

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答 

広
報
に
加
え
自
主
防

災
組
織
を
通
じ
た
周

知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
制
度
に
沿
っ
て

登
録
さ
れ
た
井
戸
は
所
在

地
や
所
有
者
等
の
情
報
が

公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
公
表
を
望
ま
な
い
場

合
は
井
戸
の
所
在
を
自
治

会
内
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲

で
の
み
共
有
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

例
の
周
知
に
も
努
め
、
登

録
件
数
の
増
加
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。　

問 

本
市
に
は
、
災
害
時

の
生
活
用
水
を
市
民

の
協
力
を
得
て
確
保
す
る

仕
組
み
と
し
て
「
災
害
時

協
力
井
戸
」
と
い
う
制
度

が
あ
る
が
、
こ
の
登
録
状

況
と
そ
の
促
進
に
つ
い
て

問
う
。

答 
現
在
28
件
の
井
戸
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。

市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
、
登
録
を
促
進

し
て
い
る
。　
　
　

問 
こ
の
件
数
で
十
分
だ

と
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
井
戸
の
水
量
や
水
質
に

つ
い
て
市
は
管
理
を
行
っ

て
い
る
か
。

答 

地
理
的
に
偏
り
な
く

水
を
確
保
で
き
る
場

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

よ
り
多
く
の
方
に
登
録
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
井
戸
の
登
録
制
度

は
飲
料
水
で
は
な
く
生
活

用
水
の
確
保
が
目
的
で
あ

り
市
で
水
質
検
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
水
量
の
把
握

め
、
診
療
体
制
に
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
。

問 

常
勤
の
女
性
医
師
を

希
望
す
る
声
が
多
い

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

現
在
の
常
勤
医
師
が

今
年
度
末
に
定
年
退

職
を
迎
え
る
た
め
、
後
任

医
師
を
県
立
医
大
へ
要
請

す
る
際
に
女
性
医
師
の
件

も
要
望
す
る
。

問 

来
年
度
に
派
遣
可
能

な
医
師
の
状
況
は
把

握
で
き
て
い
る
か
。

答 

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

県
立
医
大
の
人
事
情

報
に
つ
い
て
共
有
で
き
る

立
場
で
は
な
く
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
婦
人
科
医

師
の
派
遣
に
つ
い
て
は
強

く
働
き
か
け
る
。

問 

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
婦
人
科
の
現
状
と

経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
。

答 

新
病
院
開
院
翌
月
に

男
性
の
常
勤
医
師
１

人
が
着
任
し
、
県
立
医
大

か
ら
の
非
常
勤
医
師
の
派

遣
も
加
え
診
療
を
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
派
遣
を

受
け
た
非
常
勤
医
師
の
男

女
比
率
は
、
男
性
が
約
４

割
、
女
性
が
約
６
割
で
、

現
在
は
、
常
勤
医
師
や
県

立
医
大
か
ら
の
派
遣
に
加

え
女
性
非
常
勤
医
師
に
よ

る
診
察
も
行
っ
て
い
る
。

問 

常
勤
医
師
を
２
人
体

制
に
す
る
必
要
は
な

い
か
。

答 

令
和
７
年
度
の
婦

人
科
の
患
者
数
は

３
，
７
１
８
人
で
１
日
平

均
15
人
前
後
と
な
っ
て
お

り
、
直
近
10
年
は
お
お
む

ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
医
師
１
人
当
た
り
の

患
者
数
は
他
の
診
療
科
と

比
べ
て
も
平
均
的
で
あ
り
、

非
常
勤
医
師
の
派
遣
を
含

災害時協力井戸

海南医療センター

溝口  千歳

中家  悦生

災害時協力井戸の登録状況と登録促進
について

常勤の女性医師を希望する声が多い
が、今後の見通しは

録画映像
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

●保険税の負担軽減に向け、なお一層努力していく

●各課の意見も踏まえ見極めていく

ら
な
る
努
力
を
求
め
る
。

答 

全
国
平
均
を
下
回
る

収
納
率
と
特
定
健
診

等
の
向
上
に
重
点
を
置
き

取
り
組
み
を
進
め
る
。

収
納
率
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
の
推
進
や
新
規

滞
納
者
へ
の
早
期
催
促
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
真

に
お
困
り
の
方
に
は
丁
寧

な
相
談
機
会
を
確
保
す
る
。

予
防
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
特
定
健
診
等

の
受
診
率
向
上
を
図
る
。

市
の
努
力
で
結
果
を
出

せ
る
分
野
で
あ
る
の
で
、

保
険
税
の
負
担
軽
減
に
向

け
、
な
お
一
層
努
力
し
て

い
く
。

問 

保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
達
成
状
況
に

応
じ
て
交
付
金
を
交
付
す

る
制
度
だ
が
、
海
南
市
に

お
い
て
は
、
市
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
国
保

税
を
下
げ
る
た
め
に
さ
ら

に
努
力
す
る
余
地
が
あ
る

か
。

答 
保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
保
険
者
の
取

り
組
み
を
客
観
的
な
指
標

で
評
価
し
、
達
成
状
況
に

応
じ
て
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
制
度
で
あ
る
。

点
数
を
伸
ば
す
こ
と
は
、

国
保
財
政
の
歳
入
増
に
つ

な
が
り
、
国
保
税
水
準
の

抑
制
に
資
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
収
納
率
と

特
定
健
診
等
は
全
国
平
均

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
保
険
税
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
努
力
す
べ
き

余
地
が
あ
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問 

市
民
の
国
保
税
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
さ

業
者
に
協
力
い
た
だ
く
。

問 

今
年
２
月
に
発
生
し

た
林
野
火
災
で
は
ド

ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
か
。

そ
の
効
果
と
課
題
は
。

答 

消
火
後
の
確
認
作
業

の
一
環
と
し
て
活
用

し
、
残
火
や
延
焼
状
況
の

把
握
に
有
効
で
あ
っ
た
。

一
方
、
操
縦
者
の
確
保
や

訓
練
、
気
象
条
件
に
よ
る

運
航
上
の
課
題
が
あ
る
。

問 

ド
ロ
ー
ン
の
全
庁
的

な
運
用
と
人
材
育
成

に
つ
い
て
今
後
の
考
え
は
。

答 

活
用
用
途
の
拡
大
や

高
機
能
な
機
体
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

課
と
協
議
の
上
、
見
極
め

る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

も
、
状
況
を
踏
ま
え
必
要

性
を
検
討
す
る
。

問 

近
年
、
国
は
災
害
時

に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
を
推
進
し
、
財
政

措
置
や
操
縦
者
の
育
成
を

支
援
し
て
い
る
。
本
市
で

も
幅
広
い
分
野
で
活
用
の

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
の
保
有
・
活
用

状
況
と
運
用
体
制
は
。

答 

Ｄ
Ｊ
Ｉ 

Ａ
ｉ
ｒ 

２

Ｓ
を
１
台
、
都
市
整

備
課
で
保
有
し
て
い
る
。

国
の
飛
行
許
可
・
承
認
を

得
て
、
老
朽
危
険
空
き
家

の
判
定
や
、
工
事
の
進
捗

確
認
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
職
員
８
名
が
技
能
認

証
を
取
得
し
、
操
縦
で
き

る
。

問 

災
害
時
、
市
と
民
間

事
業
者
と
の
連
携
は
。

答 

発
災
直
後
は
、
市
が

関
係
機
関
か
ら
情
報

を
収
集
し
、
迅
速
に
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

本
市
で
は
災
害
時
の
協
定

を
４
件
締
結
し
て
お
り
、

専
門
的
な
技
術
や
撮
影
が

必
要
な
場
合
は
、
民
間
事

宮本  憲治

橋爪  大輔

国保税負担を減らすために努力を

ドローンの全庁的な活用と体制の
構築を
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

●二層分離等で対策済だが、今後は訓練にも取り組みたい

カ
ル
テ
運
用
訓
練
等
に
取

り
組
み
た
い
。

問 

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
だ
け
で
は
、

デ
ー
タ
破
損
時
に
復
旧
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
。
オ

フ
ラ
イ
ン
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
検
討
は
。

答 

現
状
は
院
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
の
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
方
式
だ
が
、

今
後
の
シ
ス
テ
ム
更
新
を

見
据
え
、
オ
フ
ラ
イ
ン
環

境
の
検
討
を
進
め
る
。

問 
被
害
発
生
時
の
損
害

賠
償
保
険
へ
の
加
入

は
。

答 
医
療
機
関
用
サ
イ
バ

ー
保
険
へ
の
加
入
は
、

費
用
対
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
す
る
。

問 

病
院
を
狙
う
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
攻
撃
が
全 

国
で
相
次
ぐ
中
、
海
南
医 

療
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

答 
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
医
療
情
報
系
と
イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
の
二
層 

に
分
離
し
、
フ
ァ
イ
ア
ウ

ォ
ー
ル
に
よ
り
外
部
か
ら 

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い 

構
造
を
採
用
。
職
員
研
修

等
ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
講

じ
て
い
る 

。

問 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン

シ
デ
ン
ト
発
生
時
に

は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
対

応
す
る
の
か
。
ま
た
、
業

務
継
続
計
画
（
Ｉ
Ｔ

－

Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
い
た
訓
練

は
実
施
し
て
い
る
か
。 

答 

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

安
全
管
理
責
任
者
を

筆
頭
と
す
る
シ
ス
テ
ム
運

用
委
員
会
が
中
心
と
な
り

対
応
す
る
。
Ｉ
Ｔ

－

Ｂ
Ｃ

Ｐ
は
策
定
済
み
だ
が
、
訓

練
は
未
実
施
の
た
め
、
紙

杉本  博美

海南医療センターのサイバー攻撃への
備えは

録画映像

市議会ホームページでは、市議会の日程や議案
などの情報を掲載しています。また、会議録を閲
覧いただけるほか、本会議の生中継や委員会の録
画映像の配信も行っています。委員会の録画映像
は、休日を除き約10日後からご覧いただけますの
で、ぜひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催されます。
11月定例会は、11月26日（木）に開会する
予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密
着したさまざまな問題が審議されています。
市政を知る機会にもなりますので、ぜひお
気軽に傍聴にお越しください。

なお、日程は変更となる場合があります。
傍聴を希望される場合や本会議の生中継を
ご覧になる場合は、お手数ですが、議会事
務局まで日時をお問い合わせください。

市議会ホームページ

より良い紙面とするため、市議会だよりに関す
る皆さま方のご意見・ご感想をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

１１月定例会の予定

TEL／０７３－４８３－８７００　FAX／０７３－４８３－８７０３
Eメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局
〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

Facebook
二次元コード

ホームページ
二次元コード
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議
案
・
補
正

発
　
議

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

決
　
算

を
工
夫
で
き
な
い
か
。

答 

現
在
も
一
部
の
30
代
、
40
代
の

方
に
出
席
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
よ
り
若
い
世
代
の
参
加
を
促

せ
る
よ
う
、
呼
び
か
け
の
方
法
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
に
は
、

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
回
答
し
て

い
る
の
か
。

答 
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
は

市
政
懇
談
会
当
日
に
回
答
し
、

当
日
の
意
見
に
は
、
そ
の
場
で
回
答

で
き
る
範
囲
で
答
え
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
は
各
担
当
課

で
共
有
し
、
現
地
確
認
が
必
要
な
も

の
は
早
期
に
確
認
・
検
討
し
た
上
で
、

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
自
治
会
や
市
民

に
後
日
回
答
し
て
い
る
。

■
建
設
経
済
委
員
会

テ
ー
マ
：
観
光
に
つ
い
て

委
　
員
：
◎
橋
爪
大
輔

　
　
　
　
〇
榊󠄀
原
徳
昭

　
　
　
　
　
坂
口
勝
彦　
川
口
政
夫

　
　
　
　
　
那
須
亜
美　
溝
口
千
歳

問 

ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
は
、
第
１
回

に
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
一

方
、
第
２
回
は
来
場
者
が
減
少
し
た
。

第
１
回
が
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
が
、
集
客
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
海
南
駅
に
は

快
速
列
車
が
停
車
す
る
た
め
、
電
車

を
利
用
し
て
市
外
か
ら
訪
れ
る
人
も

い
る
。
再
度
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
て
情
報
発
信
で
き
な

い
か
。

答 

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど

で
イ
ベ
ン
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
集
客
が
大
き
く
増

加
す
る
こ
と
は
実
感
し
て
い
る
。
今

後
も
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
く
。

■
教
育
厚
生
委
員
会

テ
ー
マ
：
学
校
に
お
け
る
水
泳
授
業

及
び
プ
ー
ル
施
設
に
つ
い

て

委
　
員
：
◎
田
村
秀
明

　
　
　
　
〇
熊
野
愛
子

　
　
　
　
　
中
家
悦
生　
宮
本
憲
治

　
　
　
　
　
岡　
義
明　
杉
本
博
美

問 

学
校
の
プ
ー
ル
施
設
に
は
、
年

間
で
ど
の
程
度
の
維
持
管
理
費

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
日

常
の
管
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

答 

年
間
の
維
持
管
理
費
は
、
電
気

代
が
約
30
万
円
、
水
道
代
が
約

27
万
円
、
消
毒
用
の
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
約
10
万
円
で
、
合
計

70
万
円
弱
で
あ
る
。

日
常
の
管
理
は
、
小
学
校
で
は
体

育
主
任
や
担
当
教
諭
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
。
故
障
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
、
専
門
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
い
る
。

所  

管  

事  

務  

調  

査

９
月
14
日
、
総
務
委
員
会
、
建
設

経
済
委
員
会
及
び
教
育
厚
生
委
員
会

に
お
い
て
、
所
管
す
る
事
務
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
総
務
委
員
会

テ
ー
マ
：
市
政
懇
談
会
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と

委
　
員
：
◎
池
原
弘
貴

　
　
　
　
〇
古
田
充
司

　
　
　
　
　
川
崎
一
樹　
米
原
耕
司

　
　
　
　
　
森
下
貴
史　
東
方
貴
子

問 

夜
間
の
開
催
の
た
め
、
高
齢
者

や
若
い
世
代
が
参
加
し
に
く
い

と
の
声
が
あ
る
。
開
催
日
の
見
直
し

な
ど
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
工

夫
は
。

答 

日
程
な
ど
は
現
状
ど
お
り
と
考

え
て
い
る
が
、
市
政
目
安
箱
な

ど
、
ほ
か
の
広
聴
手
段
も
含
め
、
広

く
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問 

若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
、
次
回
の
周
知
や
呼
び
か
け

◎委員長　〇副委員長
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議員研修会を開催
８月25日、自治体議会研究所代表の高沖秀宣氏を講師に招き、「議会基本条例と議員政治倫

理条例について」をテーマに、議員研修会を開催しました。
議会における最高規範である「海南市議会基本条例」と、市民の信頼に値する高い倫理性を

保つための基本事項を定めた「海南市議会議員政治倫理条例」について理解を深め、議会及び
議員の役割と責任を改めて確認しました。

海南・海草議会議員連絡協議会は、
地域の発展と住民福祉の増進を図る
ため、海南市と紀美野町が連携し、
調査研究を進めています。

今年の総会は８月４日、紀美野町
総合福祉センターで開催しました。

開催地を代表して紀美野町長から
挨拶があり、海南市長、地元選出の
県議会議員の代表者及び海草振興局
長から祝辞をいただきました。続く
会議では、前年度の決算及び本年度
の予算を承認したほか、本協議会の
運動方針などを決定しました。

海南・海草議会議員連絡協議会総会を紀美野町で開催


